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●川崎市の水素戦略に自民党が疑問を提出

　川崎市は、JFE 撤退後の跡地・扇島に輸入水素戦略基地を計画。

さらに市は約 2000 億円を使って扇島の整備を計画しています。

計画では、オーストラリア現地で石炭を燃やして水素を作り、作られた水素を船で輸送し、扇島に

大規模な水素供給拠点を造る計画です。

そして、臨海部コンビナートで、天然ガスに水素を混ぜて発電する計画です。

しかし、この水素戦略は生成過程から輸送過程で CO2 をたくさん排出します。

CO ２を回収する方法は商用化ができていません。

また、発電コストが火力の 2 倍の水素発電を海外からの輸入に頼ることは、気候変動対策からも、

エネルギー安全保障の面からも問題です。

　12 月市議会の代表質問では、福田市政のすすめる川崎市の水素戦略に対して、自民党が初

めて疑問を提出しました。

自民党の矢沢議員は、今秋に実施した議員視察で検証したオーストリアのフリー水素製造実験の

実態をもとに、その進捗状況の遅れを指摘しました。（以下は、発言からのメモです。）



＜自民党矢沢議員の質問＞

　川崎市の 2050 年の将来像では、CO ２フリー水素の輸入がカギとなる。

CO ２フリー水素の現地生産は、褐炭から製造する方法などがあるが、その方法では、CO ２を排

出するため、これを回収し利用することが前提となる。

しかし、オーストリア現地では、これらの技術は実用化に至っていないことがわかった。　

　川崎市は、今後の CO2 フリー水素の輸入の要所の役割を担おうとしているが、技術の進展が遅

れた場合、その役割を果たせなくなる。

炭素循環コンビナートの計画の是非にかかわる。リスク要因を踏まえ、市長の川崎水素戦略の実

現に向けた意気込みを伺います。

＜市長はどう答えたか＞

　自民党・矢沢議員の質問に対し、市長は、「国の水素社会推進法に基づく支援制度を活用した

大規模な水素受け入れ、供給拠点の形成を着実かつ強力に進めていく。」と答えましたが、現地

視察に基づく実証実験の遅れの指摘にたいしては沈黙したままで、矢沢議員が求めた技術面で

の根拠のある「意気込み」の回答はできなかったのです。

＜川崎市の気候危機克服への戦略の見直しを＞　

これまでも、川崎市の水素戦略については、気候危機に取り組む市民が繰り返し批判をしてきま

した。

市議会では、共産党が繰り返し見直しを迫ってきたのですが、今議会では、自民党からも異議が

提出されました。

福田市長は、今回のオーストリア現地視察からの自民党の指摘に耳を傾け、いつまでも国の水素

戦略の方向に追随するのでなく、自然エネルギーを基本にした地産地消の再エネ戦略に転換す

べきです。

◆川崎市の PFI 方式の見直しを

川崎市は、これまで財政負担の軽減を図るために、民間活力を活用し、PFI 方式による公共施設

などの建設や管理・運営を次々に進めてきました。

川崎市が実施している PFI は、次の１０施策です。



１黒川地区小中学校新設事業（はるひ野小中学校）

２川崎市多摩スポーツセンター建設等事業 

３川崎市立小学校及び聾学校冷房化等事業 

４スポーツ・文化複合施設整備等事業 

５川崎市南部学校給食センター整備等事業 

６川崎市中部学校給食センター整備等事業 

７川崎市北部学校給食センター整備等事業 

８等々力緑地再編整備・運営等事業 

９富士見公園再編整備事業 

１０川崎市立小中学校空調設備更新整備等事業

川崎市は、これまでの PFI 方式の導入により、180 億円の財政効果、負担軽減を見込んでいると

しています。

しかし、等々力緑地再整備 PFI を担当した事業者が、この秋に予算を当初の６３０億円から１２００

億円に倍化する要望を提出し、大問題となっています。

＜市議会で PFI 見直しが審議されました＞

１２月市議会でも、この PFI 方式が大きな問題として浮上しました。

無所属の吉沢章子議員は、次のように PFI の問題点を指摘しました。

「PFI 発祥の地イギリスでは、今、PFI から撤退している。

理由は、長期的債務が増えたことや、ゼネコンの倒産、特に、工事状況などを国がモニタリングで

きなかったことを問題視された。

また、PFI の有効性や VFM（経費削減）の効果を発見できなかったと結論づけている。

長期契約は、先が見えず、いわゆる隠れ負債の懸念も払しょくできない。

財政効果を手放しで信じることは困難である。

日本でも、建設現場の人材不足が加速し、物価高騰も終わりが見えない。

最も肝心な市民サービスの質は本当に向上しているのか、民間の提案をチェックする体制は今の

ままでいいのか、あり方を検討すべきだ。」

さらに、吉沢議員は、PFI の契約解除についても質問しました。それへの川崎市の回答は以下で



す。

「特定事業契約書（105 条）では、市は、合理的な理由があるときは、事業者に対して、180 日以上

前に通知を行うことにより、特定事業契約を解除することができる。」

一方、共産党の後藤議員は代表質問で、PFI 方式の等々力緑地再整備事業について、次のよう

に見直しを迫りました。

「PFI 法にもとづく限り、事業者が企業利益を害すると判断すれば、非公開となる。

それにより事業費の増額についても精査ができず、議会や市民の監視ができない。

全国でも、事業費の増大などさまざまな問題が起きており、豊橋市は今年の１１月に PFI 方式の豊

橋公園の契約を解除しました。

川崎市も等々力緑地再編の PFI 契約を解除し、従来の方式にもどることを強く求めます。」

　公共の在り方を問う「PFI 方式の見直し」論議は、次に、等々力緑地の緑を守る会が提出した陳

情の審査が大事な場となります。

審議は１月中旬以降です。審議の行方に注目です。

★お知らせコーナー

①「新たなミュージアムに関する基本計画（案）」への市民意見の募集中

*意見募集終了日 *令和 6 年（2024 年）12 月 27 日

詳しくはこちら

②新百合ヶ丘駅周辺地区まちづくり方針（案）に関する意見募集中

*意見募集終了日 *令和 7 年（2025 年）1 月 8 日

詳しくはこちら

③ 川崎労連旗開き

2025/1/10（金）18 時 30 分～20 時 30 分

川崎市総合自治会館ホール（JR 武蔵小杉駅から徒歩 3 分）

連絡先 川崎労連 044 ー 211-5164



④ゆめシネマ「MINAMATA」

　1/25(土)かわさきゆめホール

　① 9 時 ② 12 時 ③ 15 時 ④ 18 時

　一般 1000 円、当日 1500 円、障がい者学生 500 円

　お申し込み

　044-433-3003 ゆめホール

　cinema@kawasakiyume.com

⑤原発ゼロへのカウントダウン in かわさき

　3/23(日)中原平和公園

　連絡先

　044-211-0121 川崎合同法律事務所

　kibounotubasa@gmail.com（かもした）

⑥メルマガへの寄稿募集

メルマガ「新しい川崎」では、いよいよ川崎市長選の年を迎えるにあたり、読者の皆さまの川崎市

政への思い、要望、意見などを、1 月まで特集したいと思います。

200 字から 800 字ぐらいの原稿を、年賀状のつもりでお寄せください。

（ただし、掲載の判断については、編集部に一任をお願いします。）

大晦日号の締め切りは、12 月 29 日正午、新年号の締め切りは、1 月 5 日正午です。

その後も受け付けます。

→投稿は、info@newkawasaki.jp

★編集後記

11 月 23 日、「学校給食の無償化を求める川崎市民の会」の記者会見を報じた東京新聞の見出し

に「多摩川格差」という言葉が躍りました。

　「なるほど」と思いながらググってみると、「多摩格差」という言葉は解説付きで出てきますが、「多

摩川格差」という言葉は、この新聞記事だけ。

多摩格差とは、東京 23 区と、多摩地域のインフラ格差を指す言葉で、小池都知事が格差解消を

政策に掲げたとのこと。

もしかしたら、「多摩川格差」という言葉が使われたのは、この記事が初めてなのかも。



（多摩川を挟んで東京都と神奈川県で格差が生じる）ことを「多摩川格差」と記事では注釈してい

ます。

財政力が豊かな東京都と、厳しい財政状況（と言われる）の川崎市では、税金の使い方が大きく異

なります。

川崎市は、ことあれば財政難を言い訳にして市民サービス低下を進めてきました。

しかし、川崎市は、減債基金を必要以上に積み上げ温存しています。

そして、大企業には補助金をジャブジャブ使っています。

このからくりを理解し、広め、論戦で勝ち抜くのはなかなか大変です。

「多摩川格差」という言葉。わかりやすいですね。

学校給食だけではありません。小児医療費もそうですね。

比較表を作って「多摩川格差解消」を市長選挙の政策に掲げるのは如何でしょう。（Y)

☆☆チェンジかわさき！☆☆

川崎民主市政をつくる会

〒211-0011 中原区下沼部 1880

お問い合わせ

mailmag@newkawasaki.jp

公式ホームページ

https://newkawasaki.jp

☆☆チェンジかわさき！☆☆

 

 

配信を希望されない方は以下をクリックしてください。

自動的に登録を解除します。

https://my922p.com/User/cancel_mail/fMwwpqj4/4HFrksI0q3UV?mail=talosxxx%40gmail.com

 

誤って登録解除した場合、以下までご連絡ください。

mailmag@newkawasaki.jp


